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253(８４１）高血圧理解のための補助知識(1996,4）

高血圧性心肥大は後負荷増大に対する心臓の代償反応と考えら

れているが，一方では，この心肥大の存在は心・血管疾患の重大

な危険因子となっている．しかし，心肥大の成立機序には未だ不

明な点が少なくなく，治療による心肥大退縮の機序や心肥大退縮

による心．血管疾患発症の減少ひいては長期予後やＱＯＬの改善

など，今後実証されなければならない臨床上極めて重要な課題が

残されている．
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高血圧症における心肥大の発現は，後負荷増大に対する心臓の代償

反応と考えられている．しかし，高血圧性心肥大の存在は虚血性心疾

患(ischemicheartdisease:IHD）や心不全，脳血管障害などすべての

心・血管疾患の重大な危険因子とされ，その成因解明，予防，退縮治

療法の確立は臨床上極めて重要な課題となっている．

そこで，本稿凧では高血圧症における心肥大の形成機序，心肥大によ

る心筋虚血障害と降圧治療による心肥大退縮に伴う保護効果について，

教室の成績を中心に解説する．
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